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企業ビジョンと
CSR

企業ビジョンを基にCSR理念を制定

　KAYAKU spiritとは「最良の製品を不断の進歩と良心
の結合により社会に提供し続けること」であり、日本化薬グ
ループ独自の企業文化・企業精神を示したものです。
　このKAYAKU spiritを頂点とする企業ビジョンを実現す
ることが、CSRに繋がると考えています。つまり、私たちの
行動自体が、社会から見ると日本化薬グループのCSR活
動です。そして2008年、このKAYAKU spiritを基に、事業
活動を通じて社会責任を果たすことを目指し、新たなCSR
理念を策定しました。この理念には、「日本化薬グループは
常に社会に目を向け、最良の製品を社会に提供し続けるこ
とによって企業価値を高め、永く存続していきたい」という
意味が含まれています。

■“最良の製品”とは
　社会的責任を果たすことは、社会の要求に応えることで
もあります。日本化薬グループの製品を、社会の要求に応
えられる最良の製品として価値を高め、社会に提供してい
きたい、という意味が込められています。そして大切なこと
は、最良の製品かどうかを決めるのは私たちではなく、お客
様（社会）だということです。
■“技術革新”とは
　製造業において、技術革新が重要であることは言うまで
もありません。日本化薬グループのように、多くの事業に取
り組む企業においては、異なる事業の技術を融合させた技
術革新が可能です。その強みを活かし、最良の製品を社会
に提供していくことが日本化薬グループの技術革新である、
という意味が込められています。
■“良心の総和”とは
　日本化薬グループの良心は、KAYAKU spiritに基づい
ています。真の顧客の声を聞き、最良の製品にこだわり、
90年あまりの歴史に誇りを持ち、組織、社会の一員として
責任を果たしていきたい、という意味が込められています。

■KAYAKU spiritとCSR

※1　行働指針：私たちが当
社グループの存在目的を実現
していくために、変わらずに持
ち続けたい仕事の進め方です

※2　行動憲章・行動基準：
詳しくはhttp://www.nippon
kayaku.co.jp/company/
conduct/をご覧ください

CSR理念
「最良の製品を、技術革新と従業員の

良心の総和により、社会に提供し続けること」
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行動憲章・行動基準※2

KAYAKU spirit

最良の製品を
不断の進歩と

良心の結合により
社会に提供し続けること

行働指針※1

1. 真の顧客の声を聞くいい耳を持ちます。
2. コミュニケーションを徹底し、共有する情報の質を高めます。
3. 「議論」→「行働」を繰り返し、市場の変化に対応します。
4. コストを意識し、付加価値を最大化します。
5. 「働く」チームで仕事をします。
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最良の製品を社会に提供し続ける

「経済的責任」を果たす 「社会的責任」を果たす 「環境的責任」を果たす
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CSR理念の理解・浸透のために

　CSR理念を全従業員が十分に理解した上で、CSR活
動に取り組めるように、社内資料として小冊子『15分で分
かる日本化薬のCSR』を2008年11月に発行しました。当
社のCSR理念の解説の他、巻末には“CSR”そのものにつ
いて理解を深めていけるよう、Q&A
形式でCSRについてのよくある質
問とその回答を掲載しています。

CSR中期アクションプランを策定

　日本化薬グループは、2009年6月に「CSR中期アクシ
ョンプラン」を策定しました。これは、「最良の製品を社会に
提供し続ける」ために、私たちは何を実践するかを具体的に
示したマップです。個々の取り組みが、社内の視点から、ス
テークホルダーの視点にどう繋がるかを明らかにするととも
に、個々の戦略目標を達成するため、定量化できる成果指
標を設定し、一つひとつ評価できるものとなっています。
　今後はこの「CSR中期アクションプラン」を基に、CSR
活動を推進していきます。

『15分で分かる日本化薬のCSR』

■CSR中期アクションプラン
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株主･投資家の
信頼を獲得する

¡R&I企業格付け
¡PER（株価収益率）

お客様の製品使用
満足度を高める

＜安心・安全・使い易い＞
¡重要顧客満足度調査
¡医薬品情報センター顧客アンケート

評価点
¡顧客苦情件数

従業員の働きがいを高める
¡社内表彰受賞件数
¡従業員働きがい調査評価点

社会へ貢献する
¡環境マスタープラン目標値達成
¡ピンクリボン活動参加者数
¡ボランティア休暇取得者数
¡高分子ミセル化抗がん剤開発進度
¡がん関連ジェネリック医薬品普及率

情報発信力の
強化と適切な

情報開示を進める
¡機関投資家との 

面会数
¡Web更新回数
¡事業場Web担当者

設置

コンプライアンス
意識を高める

¡社内コンプライアンス 
小冊子発行

¡コンプライアンス 
研修回数・参加人数

¡コンプライアンス 
アンケート総得点

製品・業務の
品質を高める

¡品質工程異常 
発生件数

¡集団創造活動 
テーマ登録件数

¡火薬関連講習・ 
研修・訓練回数

福利厚生制度を
有効に利用する
¡福利厚生制度 
「社内報」掲載回数

¡男女育児休暇 
取得者数

安全な職場を
作りあげる

¡休業災害件数
¡不休業 

災害件数
¡業務上 

交通事故率

地域貢献活動を
推進する

¡工場祭主催数、 
参加人数

¡他事業場からの工場祭
参加者数

¡公開講座回数
¡会社見学 

受け入れ回数
¡農家向け 

地域講習回数

環境負荷低減への
取り組みを進める

¡グリーン調達方針の策定
¡環境保全によるコスト削減額
¡色素増感太陽電池開発進度
¡環境対応型封止材売上比率
¡LED照明用エポキシ売上高
¡インフレータ軽量化 

対2001年比率
¡医薬情報担当者への低公害

車導入率

CSR普及・教育体制を作る
¡CSR研修回数
¡CSR情報発信回数
¡事業部･事業場CSR担当設置




